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ペ：、
図 7・14 火災状況 (B実験，点火 3分後，

艇は全く視認できず）
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図 7・15 火災時における池面上のガス成分 (B実験）

A実験終了後おこな 9)た消防申による散水冷却のた

め，火炎温度測定用の熱電対は使用不可能となった。

しかし火災規模より刊断すれば，火炎温度はA実験時

と同程度のものと思われる。

2) 艇内の気温およびガス成分

艇内の気濯およびガス成分はそれぞれ図 7・16およ

び図 7・17のとおりてあるが，いずれも A実験と同様

な程度で乗員に対する危険は全くない。

3) 艇体表吏面温度
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図 7・16 躯内気温 (B実験）
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図 7・17 火災時における艇内ガス成分 (B実験）

イ）艇体鋼板温度は図 7・18のとおりである。梃体

外面は本実験においてかなりの高熱を受けたと思われ

る箇所（左舷のみ）があるが，そのうち鋼板表面温度

を測定したのは左舷淡シェルター側部のみて晶鉗壮は

220°cをこえスケール・アウトしている。その他の箇

所の表面温度はA実験時に比べわずかに高い。 (7・6・4

艇体の損傷状況参照）

ロ）舷窓ガラス，盲蓋等断熱効果の劣ると思われる

箇所の温度の最高値は図 7・18のとおり 21~41(°C)で

A実験と同様一応不安はない。

ハ）断熱材内表面温度は図 7・19のとおりでA実験

の結里と大えはない。また艇体鋼板表面温度が 220°c

をこえた位岡の断熱材も他の箇所と同様の温度で充分

な断熱効果があることを示している。

4) エンジンの吸気温度
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図 7・18 梃体鋼板温度 (B実験）
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図 7,19 断熱材内表面温度 (B実験）
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図 7•21 給気量および艇内J.:E(B実験）

20 

,o 
5分 '°今

図 7・20 エンジン吸気温度および船底
の水温 (B実験）

叶旱，r、L乙 t→ 外校へ°)こ)..ぶ }a恥心いい」位付し――-
{斤幻、ゎ似叩い訂匹： ，th 場 杖‘ ；兄

.. 

＠塁） ；；→しなし 10~15
外反へ°{と卜が双免ヴ、外板表面が和 l::←全1珀認出い暉直包f¥

(?t桓砂））？ヅた IO~1ぎ(-,~)にわ巴！黄喝色）ー虹色し「二ゆ；1’l’

◎の燭応10
ダ｝板ゞ団 I・ず双免 ITz、3 が、夕｝板3‘ら硝こ i吾じて、， 5•Ig09‘以恥患豆X
aヽ-)応 5~10--ュl_J_仁:L:__(.と江羞砂「

R101R。～5
ツ）・殴ゞ 1斗り表面,.甲包．”,桔f7n、然さ41..T=" e捐はこさふうつヽ

、ct.1面の祀＇芯杯之＼す＼ず以人、（．軍吠がなかた酒ャ 1,r ．． 

--ーーエ〗 -----

注 I. ）ヨ示 1•人クい涵灼国呪状なし¢

2 Ydセ釦枝祁い花形，舷窓

n‘・ラス“5虹4月叫 lo若焦。

o 妹芍吋煕村・グ0ぼ実男兌

灼が定便国のク｀‘ラスウ一9し蘭笠打と全況い試料→

IOOX 100 (.,...,_)を渇鋼板.1::::，二ので、下hかりフさゼン

Iゞ ーヤーで 10分）n!J！J患kし、虹忍れ nmぎ遺1；長

面温疫とが成rn程）文を沈1社した Kこう ”F,9&
のかうどお，fco

虞叫I酎墾□［さ認吋二匹ヽし•-/
中可と北穀いゥ洩洛漱，，

―ヽす巳、と屈，窄rを，T応が延、一

才 9丁？虻慢色万色

図 7・22 B実験後の艇体外表面見取図
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同 5・9のトラップ内で測定した吸気温度は図 7・20 の冷却効果を著しく低下したことは前述のとおりであ

のとおりで約 55°cであるから実用上さしつかえない る。即ち水鼠の減少により空気泡分布の一様性を乱

程度まで充分冷却されたものと思われる。 し，またポンプ起動後艇外面が有効な空気泡で覆われ

なわ吸気冷却水により冷却された吸気は艇内のトラ るには約 1分の時間を必要とするからである。しかし

ップにおいて水分を充分分離し，工ソジン吸気口ヘ導 この実験結果はただちに致命的な璽大欠陥を示す程度

かれるが，この実験終了後の調査ではトラップ内には には逹していない。即ち艇体自体の変形，強度の低下

仝＜溜水は詔められなかった。 等は忍められず，艇内の気温および艇体内表面温度は

5) 艇内庄および給気贔： 断熱材の効果により A実験の結果とほぼ同程度であっ

実験時の給気闊および艇内庄は図 7・21のとおりで た。従ってこの実験艇のポンプ能力 (420l/min, J. 5 

ある。 kg/cmりを充分に発揮させることにより空気泡方式も

6) 空気泡原液および酸素補給星 実用可能であると思う。

実験時の空気泡原液消費量は毎分 17.ll で水量毎 しかしながら空気泡が極めて軽鼠のため風に嗚いこ

分 2801に対し 6.1%溶液であった。また酸素補給 とは一方を要する。木艇の叶両に際し，艇首尼方向の

量は毎分 2031（椋準状態）でエ‘／ジ‘／吸気惜 2,400 風に対しては極力その影警を少くするよう泡ヘッドの

1/minに対して 8.5%に相：りする。 数および配岡について考慮したが，艇の横方向の風に

7•6•4 艇体の損傷状況 対して充分な対策を施すことは困難であった。主た散

B実験終了後の艇体外面見取図は図 7・22および図 水冷却に比べ機構がやや複雑てあり，泡ヘッド，泡原

7・23のとおりで，最も被害・の署しいものは，左舷側 液の保守，管珂に平；下の閃心を必変とする等を芳え，

（風上側）の約 10箇所で外装ペイソトが脱落し，この 散水冷却方式の力が有利と息われる。

箇所内面の断熱材が厚さ 10~15(mm) にわたり黄褐 2) 火災海上の外気利用（エソジン吸気）について

色に変色（バインダーの炭化）した。実験‘り時の風は 木艇は密冷式であろから火災以外の場合においても

図 7•23 B実験直後の艇外観

軽微であったが，火熱による上昇気流の影詈を受け，

風に弱い空気泡の性質が左舷側に損傷を集中させたも

在来刑に比べ署しく］日住性に優れている。

これを一附確実にすろためには，工‘／ジソ迎転時の

給気は艇内と全く無閃係に別個の吸気販入口を設ける

ことが望主しい。一般にエ‘／ジ‘ノ用給気を艇内の高圧

容閤旦り供給するとき，その空気放出りしを適旦にする

にはかたりの熟練を要し，特に過少となる場合は危除

である。また艇内に収容する高圧容盛の容漿は定員そ

の他に影開するのでおのずから制限がある。従って閻

圧容器の予伽装似として火災中の外気を利用できるこ

の神の装買を併用すろことは多くの、1!、しにおいて有利で

ある。

8. 結 語

のと推定される。 A実験において艇の首および尾部に 夕‘／カー用救命艇がその性能を充分保持するため必

損傷が集中したのに対して， B実験では首および尾部 要な各柿条flを検討し，そのうち軍嬰と思われる次の

は中央部に比べ比較的影響は軽微であった。詞箇所に 事項につき某礎実験をおこなった。

設けた泡ヘッドに対する考慮を充分にはらった結果と 1) 艇冷却のための散水対策

考えられる。 2) 出入用益の気密対策

7•6•5 考 察 3) 吸気中の酸素が減少したときの主機の班転性能

1) 空気泡冷却方式について これらの実験結果に某づき実用上有効と考文えられる

B実験においては空気泡を得るための水量が安全限 夕‘ノカー用救命梃を試作後，各種の実艇試験を実施し

度以下で，更に艇体冷却用ボ‘ノフ゜起動の時機を実験池 若干の改善を試みた。班にこの試作艇を用い耐火実験

面点火と同時におこなった。そのためA実験に比べ艇 を実施し，油火災の現象，火災による艇体内外面の温

(181) 
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度上昇，艇内の生活環境および救命艇の損傷状況等を

調査した。

これ等各種の実験結果を充分活用することにより，

信頼度の高い有効なタソカー用救命艇が得られるもの

と確信する。
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